
 

■ヤエ水泳講師、プールレイプでアクメ堕ち 

 

 秘密特捜忍者の一流女忍者・ヤエ。今回の仕事は少年たちに水泳を教えることだ。 

 人魚変化の術で得た水泳ノウハウ。それを活かし、水泳講師としてレジャープールで遊びつつ泳ぎを教えていた。 

 ……のだが。 

【ヤエ先生、今日もよろしくお願いしま～す♪】 

 がしっ♥ もみもみもみもみぃっ♥ 

「ひぁっ♥ よ、よろしく……あ♥ いきなり、揉まないでぇ……♥」 

 ……気付けば、お触りし放題のセクハラ教室となっていた。 

 生徒の中に淫魔が紛れ込んでいたらしく、善良な少年たちも巻き込んで淫乱化させていた。 

 そのため生徒の少年全員がヤエに対して攻撃的な欲情を抱いてしまっているのだ。 

 過去、淫魔によって調教され、孕ませ絶頂を教え込まれているヤエはこんな低俗なセクハラにも逆らえない。 

 今日も競泳水着の上から乳尻を遠慮なく揉みしだかれ、弱々しく抵抗のそぶりをするのみだ。 

 

 何とかコーチしつつ淫魔を見つけ出さなければ、無垢な少年たちが本当に淫魔になってしまう。 

 一人ずつ教えようとするが、手本を見せてとねだられ、男子たちの前で平泳ぎをすることになる。 

（まさか淫魔の前で、無防備に脚を開くなんて……） 

 淫魔に対しても嫌だが、善良な少年たちの前で股間を晒すのは教育であっても恥ずかしい。性的な眼で見られているとなれば尚更だ。 

「じゃあ……まず、平泳ぎは、こうやって脚を……あぁっ♥」 

 脚を開いた瞬間、男子たちに囲まれて手足が掴まれ固定される。更に別の男子たちがヤエの股間に触れる。 

【ここの動きが分からないなぁ～】 

【女の人だとどういう感じにするの？ オトコだし分かんないよ】 

 意味不明な理屈で牝の部分を触る。掴んでいる男子たちもヤエが抵抗できなくなったと知るや手を動かし、尻も太股も揉みくちゃにされる。 

「やっ、やめなさい♥ やめ……」 

 ぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅぅぅぅっ♥ 

「あはぁぁぁぁっ♥♥ 生徒のセクハラでイッちゃうぅぅぅぅ♥♥」 

 早速 無様な手マン絶頂を晒してしまう。 

【ヤエ先生、疲れちゃった？ ボクらと一緒にゆっくり歩こっか♪】 

 逆に先導され、流れるプールを男子たちと歩かされる。 

 ……辿り着いたのは吐水口。プール内壁にある、水が噴き出す箇所だ。 

【ヤエ先生これ知ってる？ これめちゃくちゃ気持ち良いんだよー♪】 

「吐水口……？！ ま、まさか……」 

【ここでオマンコマッサージしよっか♪】 

「やめなさいっ、そんなことしちゃダメ……あひぃんっ♥ ダメなのぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ♥♥」 

 噴き出す水による、擬似的なジェットバスオナニー。淫気で敏感になった今のヤエにはこの刺激も充分なものであり、即座に達してしまう。 

【はいイッた～♪】 

【これって女の人も気持ち良いんだ♪】 

 男子たちは女をイカせた優越感に浸り、ヤエは生徒にイカされた屈辱的な被虐快感に浸ってしまう。 

 

 更に男子たちにより、滑り台型の遊戯、スライダーに連れて行かれる。 

 チューブ状で周囲からは滑る様子が見えないスライダー。これは二人同時に入れるらしく、男子の一人がヤエを強引に同伴させる。 

 

 体験版はここまでです。続きは製品版で！ 

 


